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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ５ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 6 年 3 月 7 日 ( 2 0 2 4 . 3 . 7 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 0 / 0 2 1 5 0 0
【 公 表 番 号 】 特 表 2 0 2 1 - 5 3 1 4 4 1 ( P 2 0 2 1 - 5 3 1 4 4 1 A )
【 公 表 日 】 令 和 3 年 1 1 月 1 8 日 ( 2 0 2 1 . 1 1 . 1 8 )
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 1 - 5 0 4 3 8 7 ( P 2 0 2 1 - 5 0 4 3 8 7 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｆ １ ６ Ｆ 9 / 4 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｆ １ ６ Ｆ 9 / 3 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｆ １ ６ Ｆ 9 / 4 6 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｆ １ ６ Ｆ 9 / 3 2 　 　 　 Ｎ 　 　 　
　
【 誤 訳 訂 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 2 月 2 8 日 ( 2 0 2 4 . 2 . 2 8 )
【 誤 訳 訂 正 １ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 長 手 方 向 の 軸 （ ｘ ） に 沿 っ て 延 在 す る 円 筒 形 の 本 体 （ １ ２ ） と 前 記 本 体 （ １ ２ ） か ら 部  
分 的 に 突 き 出 て 、 前 記 本 体 （ １ ２ ） に 対 し て 軸 方 向 に 移 動 可 能 な ロ ッ ド （ １ ４ ） を 備 え る  
、 可 変 減 衰 油 圧 式 の シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ で あ っ て 、
　 前 記 本 体 （ １ ２ ） は 、 内 側 円 筒 管 （ １ ６ ） と 、 減 衰 流 体 を 含 む リ ザ ー バ 室 （ ２ ０ ） を 包  
む 外 側 円 筒 管 （ １ ８ ） を 備 え 、
　 前 記 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ （ １ ０ ） は 、 さ ら に 前 記 内 側 円 筒 管 （ １ ６ ） に 滑 り 可 能 に 取 り  
付 け ら れ 、 前 記 ロ ッ ド （ １ ４ ） の 下 端 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 内 側 円 筒 管 （ １ ６ ） の 内 部 容  
積 を 減 衰 流 体 で 両 方 と も 満 た さ れ る 反 発 室 （ ２ ４ ） と 圧 縮 室 （ ２ ６ ） に 分 け る ピ ス ト ン （  
２ ２ ） と 、
　 前 記 本 体 （ １ ２ ） は 、 さ ら に 前 記 内 側 円 筒 管 （ １ ６ ） の 周 り に 配 置 さ れ 、 前 記 内 側 円 筒  
管 （ １ ６ ） と 共 に 中 間 室 （ ３ ８ ） を 包 む 中 間 円 筒 管 （ ３ ６ ） で あ っ て 、 前 記 中 間 室 （ ３ ８  
） は 、 前 記 圧 縮 室 （ ２ ６ ） と 永 続 的 に 流 体 連 通 す る 、 中 間 円 筒 管 （ ３ ６ ） を 備 え 、
　 前 記 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ （ １ ０ ） は 、 さ ら に 、 反 発 段 階 の 間 、 前 記 反 発 室 （ ２ ４ ） と 前  
記 圧 縮 室 （ ２ ６ ） の 間 の 減 衰 流 体 の 流 れ を 調 節 す る た め に 配 置 さ れ た 第 １ の 電 子 制 御 弁 （  
４ ０ ） と 、 圧 縮 段 階 の 間 、 前 記 圧 縮 室 （ ２ ６ ） と 前 記 リ ザ ー バ 室 （ ２ ０ ） の 間 の 減 衰 流 体  
の 流 れ を 調 節 す る た め に 配 置 さ れ た 第 ２ の 電 子 制 御 弁 （ ４ ２ ） と 、 を 備 え 、
　 前 記 第 ２ の 電 子 制 御 弁 （ ４ ２ ） は 、 前 記 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ （ １ ０ ） の 前 記 本 体 （ １ ２  
） の 外 側 に 配 置 さ れ 、 一 方 が 前 記 リ ザ ー バ 室 （ ２ ０ ） に 、 他 方 が 前 記 中 間 室 （ ３ ８ ） に 油  
圧 で 接 続 さ れ て 、 前 記 圧 縮 段 階 の 間 、 前 記 圧 縮 室 （ ２ ６ ） か ら 前 記 中 間 室 （ ３ ８ ） を 通 っ  
て 前 記 リ ザ ー バ 室 （ ２ ０ ） へ 減 衰 流 体 の 流 れ を 調 節 し 、
　 前 記 第 １ の 電 子 制 御 弁 （ ４ ０ ） は 、 前 記 長 手 方 向 の 軸 （ ｘ ） に 沿 っ て 並 進 す る た め に 前  
記 ロ ッ ド （ １ ４ ） と 駆 動 的 に 接 続 さ れ る よ う に 、 前 記 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ （ １ ０ ） の 前 記  
本 体 （ １ ２ ） の 内 側 、 す な わ ち 前 記 内 側 円 筒 管 （ １ ６ ） の 内 側 に 配 置 さ れ 、 一 方 が 前 記 反  
発 室 （ ２ ４ ） に 、 他 方 が 前 記 圧 縮 室 （ ２ ６ ） に 油 圧 で 接 続 さ れ て 、 前 記 反 発 段 階 の 間 、 前  
記 反 発 室 （ ２ ４ ） か ら 前 記 圧 縮 室 （ ２ ６ ） へ 減 衰 流 体 の 流 れ を 調 節 す る 、 可 変 減 衰 油 圧 シ  
ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ 。
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【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 電 子 制 御 弁 （ ４ ０ ） は 、 連 続 制 御 比 例 弁 ま た は オ ン ／ オ フ 弁 で あ る 、 請 求 項  
１ に 記 載 の シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ の 電 子 制 御 弁 （ ４ ２ ） は 、 連 続 制 御 比 例 弁 ま た は オ ン ／ オ フ 弁 で あ る 、 請 求 項  
１ ま た は ２ に 記 載 の シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ピ ス ト ン （ ２ ２ ） は 、 一 対 の 第 １ の 逆 止 弁 （ ２ ８ ， ３ ０ ） 、 す な わ ち 、 前 記 減 衰 流  
体 の 流 れ を 、 前 記 圧 縮 室 （ ２ ６ ） か ら 前 記 反 発 室 （ ２ ４ ） の 方 向 の み 許 容 す る 補 償 弁 （ ２  
８ ） と 、 前 記 減 衰 流 体 の 流 れ を 前 記 反 発 室 （ ２ ４ ） か ら 前 記 圧 縮 室 （ ２ ６ ） の 方 向 の み 許  
容 す る 反 発 弁 （ ３ ０ ） を 備 え る 第 １ の 弁 ア セ ン ブ リ が 設 け ら れ 、
　 第 ２ の 弁 ア セ ン ブ リ は 、 前 記 内 側 円 筒 管 （ １ ６ ） の 下 部 に 取 り 付 け ら れ 、 一 対 の 第 ２ の  
逆 止 弁 （ ３ ２ ， ３ ４ ） 、 す な わ ち 、 前 記 減 衰 流 体 の 流 れ を 、 前 記 圧 縮 室 （ ２ ６ ） か ら 前 記  
リ ザ ー バ 室 （ ２ ０ ） の 方 向 の み 許 容 す る 圧 縮 弁 （ ３ ２ ） と 、 前 記 減 衰 流 体 の 流 れ を 、 前 記  
リ ザ ー バ 室 （ ２ ０ ） か ら 前 記 圧 縮 室 （ ２ ６ ） の 方 向 の み 許 容 す る 吸 入 弁 （ ３ ４ ） と を 備 え  
、
　 前 記 第 １ の 逆 止 弁 （ ２ ８ ， ３ ０ ） 及 び 前 記 第 ２ の 逆 止 弁 （ ３ ２ ， ３ ４ ） は 、 パ ッ シ ブ バ  
ル ブ で あ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 吸 入 弁 （ ３ ４ ） は 、 全 反 発 段 階 の 間 、 開 い た ま ま で あ る よ う に 構 成 さ れ 、 そ れ に よ  
り 前 記 全 反 発 段 階 の 間 、 前 記 リ ザ ー バ 室 （ ２ ０ ） か ら 前 記 圧 縮 室 （ ２ ６ ） へ の 減 衰 流 体 の  
流 れ は 、 前 記 第 ２ の 電 子 制 御 弁 （ ４ ２ ） を 通 る よ り む し ろ 前 記 吸 入 弁 （ ３ ４ ） を 通 っ て の  
み 行 わ れ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 補 償 弁 （ ２ ８ ） は 、 全 圧 縮 段 階 の 間 、 開 い た ま ま で あ る よ う に 構 成 さ れ 、 そ れ に よ  
り 前 記 全 圧 縮 段 階 の 間 、 前 記 圧 縮 室 （ ２ ６ ） か ら 前 記 反 発 室 （ ２ ４ ） へ 減 衰 流 体 の 流 れ は  
、 前 記 第 １ の 電 子 制 御 弁 （ ４ ０ ） を 通 る よ り む し ろ 前 記 補 償 弁 （ ２ ８ ） を 通 っ て の み 行 わ  
れ る 、 請 求 項 ４ ま た は ５ に 記 載 の シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ 。
【 誤 訳 訂 正 ２ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 既 知 の 解 決 法 に よ る と 、 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ は 、 外 側 円 筒 管 と 、 外 側 円 筒 管 と 同 軸  
で 、 外 側 円 筒 管 と 共 に リ ザ ー バ 室 を 画 定 す る 内 側 円 筒 管 と 、 ２ つ の 円 筒 管 と 同 軸 に 配 置 さ  
れ 、 部 分 的 に そ こ か ら 突 き 出 る ロ ッ ド と 、 内 側 円 筒 管 に 滑 り 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 ロ ッ ド  
の 下 端 に 取 り 付 け ら れ る ピ ス ト ン と 、 を 備 え る 。 ピ ス ト ン は 、 内 側 円 筒 管 の 内 部 容 積 を 、  
減 衰 流 体 を 含 む 反 発 室 及 び 圧 縮 室 に 分 け る 。 ピ ス ト ン は 、 一 対 の 逆 止 弁 、 す な わ ち 、 シ ョ  
ッ ク ア ブ ソ ー バ の 圧 縮 段 階 の 間 、 減 衰 流 体 の 流 れ を 、 圧 縮 室 か ら 反 発 室 へ 調 節 す る 補 償 弁  
と 、 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ の 反 発 段 階 の 間 、 減 衰 流 体 の 流 れ を 反 発 室 か ら 圧 縮 室 へ 調 節 す る  
反 発 弁 を 備 え る 第 １ の 弁 ア セ ン ブ リ が 設 け ら れ る 。 第 ２ の 弁 ア セ ン ブ リ は 、 内 側 円 筒 管 の  
下 部 に 取 り 付 け ら れ 、 一 対 の 逆 止 弁 、 す な わ ち 、 圧 縮 段 階 の 間 、 減 衰 流 体 の 流 れ を 、 圧 縮  
室 か ら リ ザ ー バ 室 へ 調 節 す る 圧 縮 弁 と 、 反 発 段 階 の 間 、 減 衰 流 体 の 流 れ を 、 リ ザ ー バ 室 か  
ら 圧 縮 室 へ 調 節 す る 吸 入 弁 と を 備 え る 。 第 １ の 弁 ア セ ン ブ リ の 逆 止 弁 及 び 第 ２ の 弁 ア セ ン  
ブ リ の 逆 止 弁 は 、 パ ッ シ ブ バ ル ブ と し て 作 ら れ る 。
【 誤 訳 訂 正 ３ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 訂 正 方 法 】 変 更
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【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ピ ス ト ン ２ ２ は 、 一 対 の 逆 止 弁 ２ ８ 及 び ３ ０ 、 す な わ ち 、 油 の 流 れ を 圧 縮 室 ２ ６ か ら 反  
発 室 ２ ４ の 方 向 に の み 許 容 す る 補 償 弁 ２ ８ と 、 油 の 流 れ を 反 発 室 ２ ４ か ら 圧 縮 室 ２ ６ の 方  
向 に の み 許 容 す る 反 発 弁 ３ ０ を 備 え る 、 第 １ の 弁 ア セ ン ブ リ が 設 け ら れ る 。 第 ２ の 弁 ア セ  
ン ブ リ は 、 内 側 円 筒 管 １ ６ の 下 部 に 取 り 付 け ら れ 、 一 対 の 逆 止 弁 ３ ２ 及 び ３ ４ 、 す な わ ち  
油 の 流 れ を 圧 縮 室 ２ ６ か ら リ ザ ー バ 室 ２ ０ の 方 向 に の み 許 容 す る 圧 縮 弁 ３ ２ と 、 油 の 流 れ  
を リ ザ ー バ 室 ２ ０ か ら 圧 縮 室 ２ ６ の 方 向 に の み 許 容 す る 吸 入 弁 ３ ４ を 備 え る 。 第 １ の 弁 ア  
セ ン ブ リ 逆 止 弁 ２ ８ 及 び ３ ０ 及 び 第 ２ の 弁 ア セ ン ブ リ の 逆 止 弁 ３ ２ 及 び ３ ４ は 、 パ ッ シ ブ  
バ ル ブ と し て 作 ら れ る 。
【 誤 訳 訂 正 ４ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 リ ザ ー バ 室 ２ ０ か ら 圧 縮 室 ２ ６ へ の 油 の 流 れ は 、 第 ２ の 電 子 弁 ４ ２ 及 び ／ ま た は 吸 入 弁  
３ ４ を 通 っ て 行 わ れ る が 、 圧 縮 弁 ３ ２ は 閉 じ た ま ま で あ る 。 有 利 に 、 吸 入 弁 ３ ４ は 、 リ ザ  
ー バ 室 ２ ０ と 圧 縮 室 ２ ６ の 間 で 実 質 的 に 圧 力 降 下 が ゼ ロ で あ る こ と を 決 定 す る よ う に 非 常  
に 柔 軟 な 設 定 で あ り 、 そ の た め 全 反 発 段 階 の 間 、 実 質 的 に 開 い た ま ま で あ る 。 し た が っ て  
、 リ ザ ー バ 室 ２ ０ か ら 圧 縮 室 ２ ６ へ の 全 油 の 流 れ は 、 吸 入 弁 に 並 列 に 油 圧 に 配 置 さ れ た 第  
２ の 電 子 弁 ４ ２ を 通 る よ り む し ろ 、 吸 入 弁 ３ ４ を 通 る 。 し た が っ て 、 第 ２ の 電 子 弁 ４ ２ は  
、 ソ レ ノ イ ド ５ ４ に 加 え ら れ る 電 流 命 令 の 値 に 無 関 係 に 、 反 発 段 階 の 間 、 シ ョ ッ ク ア ブ ソ  
ー バ １ ０ の 動 作 に 実 質 的 に い か な る 効 果 も 有 さ な い 。
【 誤 訳 訂 正 ５ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ の 圧 縮 段 階 の 間 、 圧 縮 室 ２ ６ か ら リ ザ ー バ 室 ２ ０ へ の 油 の 流 れ は 、  
互 い に 並 列 に 動 作 す る 第 ２ の 電 子 弁 ４ ２ 及 び ／ ま た は 圧 縮 弁 ３ ２ を 通 っ て 行 わ れ る が 、 吸
入 弁 ３ ４ は 閉 じ た ま ま で あ る 。
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